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●特集１／南部町成人式「いのちのつながり」
●特集２／おかえりなさい！法勝寺電車
●小児特別医療助成の対象年齢を拡大します
●平成28年度から軽自動車の税率がかわります！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

今月の主な内容
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１
月
10
日
、
プ
ラ
ザ
西
伯
を
会
場
に
、
平
成
27
年
度
南
部
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
成
人
を
迎
え
た
の
は
120
人
（
男
55
人
・
女
65
人
）
、
式
に
は
92
人
が
出
席
し
、
大
人
と

し
て
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
式
は
２
部
形
式
で
行
わ
れ
、
第
１
部
の
式
典
で
は
、
始
め
に
坂
本
町
長
が
新
成
人
を
祝
福
し
、

来
賓
や
恩
師
か
ら
も
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
新
成
人
の
集
い
は
、
今
年
の
新
成
人
11
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
企
画
し
ま
し
た
。

町
か
ら
の
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ
た
絵
本
『
い
の
ち
の
ま
つ
り
』
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
な
ど

し
て
、「
い
の
ち
の
つ
な
が
り
」
と
い
う
今
年
度
の
成
人
式
の
テ
ー
マ
に
迫
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招
き
し
た
森
田
さ
や
か
さ
ん
と
田
村
梓
さ
ん
に
よ
る
音
楽
も
加
わ
り
、
二
十

歳
を
迎
え
た
自
分
の
命
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
こ
と
の
で
き
る
、
心
温
ま
る
感
動
的
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

南部町成人式「いのちのつながり」南部町成人式「いのちのつながり」南部町成人式「いのちのつながり」南部町成人式「いのちのつながり」南部町成人式「いのちのつながり」南部町成人式「いのちのつながり」
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新成人誓いの言葉
◆挑戦し続ける。
◆強くっ、優しくっ、美しくっ。
◆かわいいお嫁さんになる☆彡
◆誰からも愛される、素敵な幼稚園の先生になりたい。
◆お世話になった人に少しずつ恩返しをしていきたい。
◆鳥取県に戻って就職し、地元の発展に貢献する。
◆仕事も遊びも全力投球！自分の行動に責任を持つ！
◆謙虚に、初心を忘れず、社会に求められるような人になる。

新成人誓いの言葉

新成人代表
細田　優奈さん

　私たち新成人は、本日より大人の仲間入り
をいたしますが、まさに今年度の成人式のテ
ーマでもある “いのちのつながり” に感謝を
し、一日一日を大切に、そして自分を大切に
しながら社会に貢献できるように努力して参
ります。とはいえ、私たちは二十歳を迎えた
ばかりで社会人としてはまだまだ未熟です。
社会に出て働いている者、学生として勉強し
ている者、まだ将来の道を迷っている者とさ
まざまです。しかし、成人として晴れの門出
を迎えた今、大人としての自覚を持ち、責任
ある社会人として歩んでいく決意をここに誓
います。（一部抜粋）

記念品として本２冊
と成人式記録ＣＤ-Ｒ
が贈られました。
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おかえりなさい！法勝寺電車

　医
院
は
電
車
と
と
も
に…

　

稲
田
　セ
ツ
子
　

　通
勤
通
学
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
あ
わ
た
だ
し

い
時
間
も
過
ぎ
て
、
お
昼
前
の
乗
客
も
ま
ば
ら
な

米
子
行
き
で
す
。
駅
長
さ
ん
の
発
車
の
合
図
の
手

が
上
が
る
、
そ
の
時
「
駅
長
さ
ー
ん
、
ち
ょ
っ
こ

し
ま
っ
て
下
さ
い
や
ー
、
も
う
一
人
注
射
を
す
る

患
者
さ
ん
が
あ
っ
て
ー
」
と
い
う
電
話
で
す
。
駅

長
さ
ん
は
振
り
上
げ
た
手
を
下
ろ
し
発
車
を
止
め

て
下
さ
い
ま
す
。

　私
の
家
は
法
勝
寺
電
車
駅
の
ご
く
近
く
に
開
業

し
て
い
た
医
院
で
し
た
か
ら
、
こ
ん
な
風
景
は
度

々
で
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
汽
車
、
電
車

を
乗
り
継
い
で
お
い
で
下
さ
る
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
二
、
三
分
の
違
い
で
乗
り
遅
れ
る
こ
と
は
大
変

な
苦
痛
で
す
。
看
護
師
さ
ん
の
必
死
の
電
話
に
応

え
て
下
さ
る
駅
長
さ
ん
と
患
者
さ
ん
の
、
心
温
ま

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
も
あ
り
ま
し
た
。
米
子
ま
で
の

40
分
間
の
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
に
、
何
の
感
慨
も
な
く

慣
れ
き
っ
て
い
た
電
車
通
学
の
私
に
と
っ
て
、
テ

ス
ト
中
は
一
夜
漬
け
で
仕
上
が
ら
な
か
っ
た
問
題

集
を
仕
上
げ
る
貴
重
な
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　『
思
い
出
の
法
勝
寺
電
車
』
募
集
の
機
会
を
得

て
、
私
の
青
春
と
と
も
に
あ
っ
た
法
勝
寺
電
車
の

姿
を
思
い
浮
か
べ
、
哀
惜
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

法
勝
寺
電
車

エ
ピ
ソ
ー
ド

　
12
月
12
日（
土
）「
法
勝
寺
電
車
お
帰

り
な
さ
い
イ
ベ
ン
ト
」
は
南
部
太
鼓
で

幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
坂
本
町
長
の
「
電
車
開
業
で
地
域
の

発
展
を
支
え
た
先
人
の
気
概
を
感
じ
と

り
、次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」

と
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
西
伯
小
学
校
３

年
生
が
電
車
を
展
示
場
内
か
ら
外
へ

引
っ
張
り
出
し
、
お
披
露
目
と
な
り
ま

し
た
。

　
南
部
町
公
民
館
さ
い
は
く
分
館
内
で

は
、
法
勝
寺
電
車
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
写

真
、
絵
画
の
展
示
の
ほ
か
、
法
勝
寺
電

車
の
ク
ラ
フ
ト
工
作
を
し
た
り
、「
地

域
の
宝
！
法
勝
寺
電
車
」
と
題
し
て
、

法
勝
寺
電
車
を
修
復
し
た
際
に
協
力
い

た
だ
い
た
堤
一
郎
工
学
博
士
の
講
演
会

を
開
い
た
り
と
、
様
々
な
催
し
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
皆
様
に
お
出

か
け
い
た
だ
き
、
賑
や
か
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
法
勝
寺
電
車
内
を
見
学
さ

れ
た
方
に
記
念
乗
車
券
（
祐
生
出
会
い

の
館
所
蔵
品
の
複
製
）
を
お
渡
し
し
ま

し
た
。
４
０
８
名
も
の
方
が
お
越
し
く

だ
さ
り
、
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
声
】

●
通
学
に
利
用
し
て
い
た
電
車
が
見

　違
え
て
美
し
く
な
り
、
感
動
し
ま

　し
た
。

●
お
祝
い
ム
ー
ド
い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ

　ン
ト
で
電
車
が
歓
迎
さ
れ
て
お
り
、

　う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
紅
白
餅

　い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
電
車
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
ほ

　し
い
。
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乗車定員
65人【寸法】全長11,620ｍｍ(連結器含む)

全幅 2,584ｍｍ(出入口ステップ含む)
全高3,969ｍｍ(パンタグラフ折りたたみ)

◆
ご
理
解
く
だ
さ
い
◆

　
法
勝
寺
電
車
は
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
、

い
つ
で
も
自
由
に
展
示
場
内
や
電
車
の
見
学

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
展
示
場
内
の
見
学
を
さ
れ
た
い
方
は
教
育

委
員
会
事
務
局
（
☎
６
４
・
３
７
８
２
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
連
絡
は
平
日
　
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
お
願
い
し
ま
す
）

◆
ご
協
力
く
だ
さ
い
◆

　
こ
の
度
の
イ
ベ
ン
ト
で
展
示
す
る
た
め
、

思
い
出
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
写
真
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
町
内
外
の
方
か
ら
多
数
ご
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
法
勝
寺
電
車
の
思
い
出
は
様
々
な
年
代
で

異
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
記
憶
を
記
録

に
変
え
て
い
く
こ
と
で
地
域
の
歴
史
資
料
と

し
て
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
写
真
等
の
募
集
を
行
い
ま

す
。
法
勝
寺
電
車
が
往
来
し
て
い
た
当
時
で

も
、
西
伯
小
学
校
で
保
存
さ
れ
て
い
た
頃
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

　
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
写
真
を
ご
提
供
い
た
だ
け

る
方
は
教
育
委
員
会
事
務
局
（
☎
６
４
・
３

７
８
２
）
ま
た
は
法
勝
寺
図
書
館
（
☎
６

６
・
４
４
６
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

法勝寺川橋梁を渡るサヨナラ電車の様子

　
　
堤
一
郎
工
学
博
士
の
講
演
か
ら

注
目
の
ポ
イ
ン
ト
！

●
電
車
の
起
点
・
終
点（
法
勝
寺
と
米
子
）の

　
２
ヵ
所
に
電
動
客
車
と
客
車
が
保
存
さ
れ

　
て
い
る
。（
現
地
に
現
物
が
あ
る
）

●
旧
線
路
跡
や
駅
跡
地
、
電
車
、
そ
の
他
の

　
資
料
や
記
録
は
法
勝
寺
電
車
が
走
っ
て
い

　
た
景
観
に
つ
な
が
る
。
地
域
の
歴
史
的
に

　
意
義
あ
る
産
業
遺
産
を
後
世
へ
伝
え
る
こ

　
と
は
、
地
域
文
化
の
継
承
で
あ
る
。

　
法
勝
寺
電
車
を
ご
存
知
の
方
も
、
こ
の
度

初
め
て
法
勝
寺
電
車
を
身
近
に
感
じ
て
い
る

方
も
、
「
地
域
の
大
切
な
宝
」
と
し
て
次
の

世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
保
存
活
用
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

デ
ハ
２
０
３
号
は
運
転
席
が
前
後
に
あ
る
の

で
、
前
後
ど
ち
ら
方
向
に
も
前
進
で
き
ま
す
。

法
勝
寺
電
車
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
って
何
？

旧
日
ノ
丸
自
動
車
法
勝
寺
鉄
道
車
両

デ
ハ
２
０
１
形
２
０
３
号
電
動
客
車

　
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
５
月
に
名
古
屋

市
の
日
本
車
輛
製
造
で
製
造
さ
れ
た
、
国
産

の
４
輪
ボ
ギ
ー
式
木
製
電
動
客
車
で
す
。

　
国
内
に
残
る
、
数
少
な
い
大
正
期
の
電
車

の
１
両
で
す
。
ま
た
走
行
装
置
は
日
本
車
輛

製
Ａ
型
台
車
で
、
国
内
で
は
現
存
唯
一
と
思

わ
れ
ま
す
。

こ
こ
が

ス
ゴ
イ
！

前照灯 パンタグラフ 前照灯

台車 台車

《国内唯一とされる貴重な台車！》

法
勝
寺
電
車
っ
て
、こ
ん
な
に
ス
ゴ
イ
ん
で
す
！
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認
知
症
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

〜
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
模
擬
訓
練
の
報
告
〜

認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
模
擬
訓
練
と
は
？

今
回
の
模
擬
訓
練
の
大
き
な
流
れ
平
成
27
年
11
月
28
日
実
施

（
協
力
：
東
西
町
地
域
振
興
協
議
会
・
東
西
町
地
区
の
皆
さ
ん
）

　
　
近
で
は
、
認
知
症
の
方
は
65
歳
以
上
で

　
　
７
人
に
１
人
、
認
知
症
予
備
軍
も
含
め

る
と
４
人
に
１
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
が
原
因
で
行
方
不
明
に
な

ら
れ
る
方
が
、
全
国
的
に
も
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
南
部
町
で
も
近
年
、
行
方
不
明
に
な

ら
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
に
は
、
地
域
の
あ
た
た
か
い
支

援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
は
も

ち
ろ
ん
、
日
頃
か
ら
地
域
で
の
見
守
り
が
必

要
で
す
。
地
域
の
見
守
り
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
体
制
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
11
月
に
東

西
町
地
区
で
、
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
模
擬
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
模
擬

訓
練
の
様
子
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　
「
認
知
症
の
症
状
が
原
因
で
行
方
不
明
に

な
ら
れ
た
方
が
い
る
」
と
想
定
し
、
そ
の
方

を
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
捜
索
・
声
か
け
を

行
う
模
擬
訓
練
で
す
。

　
認
知
症
に
な
る
と
、
道
を
間
違
え
た
り
、

自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
く
な

り
、
家
に
帰
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
行
方
不
明
に
な
ら
れ
た
方
を
早
期
発
見

す
る
た
め
に
は
、
身
近
な
地
域
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。
も
し
も
の

時
の
捜
索
活
動
、
普
段
か
ら
の
声
か
け
を
実

践
的
に
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

64
歳
、
若
年
性
認
知
症
の

東
西
一
郎
（
仮
名
）
さ
ん
。

あ
る
日
の
朝
、
散
歩
に
出
か
け
た

ま
ま
帰
っ
て
こ
な
い…

。

そ
れ
に
気
づ
い
た
奥
さ
ん
。
困
っ

て
、
東
西
町
地
域
振
興
協
議
会
に

相
談
に
行
き
ま
し
た…

　
こ
の
よ
う
な
想
定
の
も
と
、
模
擬
訓
練
は

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

最

〈訓練導入の寸劇〉

①
　行
方
不
明
に
な
っ
た
こ
と
に
家
族
が
気
づ
き
、
地
域
振
興
協
議
会
へ
相
談

②
　会
長
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
す
ぐ
に
家
族
が
警
察
に
捜
索
願
を
届
け
出
る
（
役
場

　　へ
も
連
絡
）

③
　警
察
か
ら
役
場
総
務
課
へ
連
絡

④
　役
場
が
防
災
無
線
を
流
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
捜
索
を
お
願
い
す
る

　　（
役
場
は
消
防
団
へ
出
動
を
依
頼
。
捜
索
本
部
を
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
）

　※

地
元
も
地
区
有
線
放
送
で
、
捜
索
協
力
を
呼
び
か
け

〈模擬訓練のメイン〉

⑤
　放
送
を
聞
い
た
地
域
の
皆
さ
ん
は 

ま
ず
は
、家
か
ら
一
歩
出
て
、自
宅
付
近
の
確
認

⑥
　捜
索
に
参
加
で
き
る
方
は
、
事
前
に
決
め
て
い
た
集
合
場
所
に
集
ま
り
、
少
人

　　数
グ
ル
ー
プ
で
捜
索
を
開
始

⑦
　模
擬
行
方
不
明
者
を
発
見
し
た
ら
、
本
部
に
連
絡
。
警
察
に
よ
る
確
認
・
保
護

発
見
保
護
の
放
送
後
、
協
力
者
全
員
が
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
集
合
。

関
係
機
関
か
ら
の
講
評

※

訓
練
終
了
後
、
東
西
町
で
は
、
地
元
住
民
・
役
場
・
警
察
を
交
え
た
振
り
返
り

　の
会
（
反
省
会
）
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

南
部
町
で
は
、
来
年
度
も
こ
の
よ
う
な
模
擬
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

お
住
ま
い
の
地
域
（
地
区
・
集
落
単
位
な
ど
）
で
も
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
、
す
こ
や
か（
☎
６
６・５
５
２
４
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



健康福祉課　☎66-5524
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捜索の様子

＜よく似た服装の人も歩いているので勇気を出して声かけ中＞ ＜役員が住民に捜索エリアの説明＞

＜警察官が本人かどうか最終確認＞ ＜声をかけて、本人と確認中＞ ＜子どもたちも捜索に参加＞

も
し
、
認
知
症
の
家
族
が

行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら…

認
知
症
予
防
・
早
期
発
見
・
治
療

模
擬
訓
練
後
の
関
係
機
関
か
ら
の

講
評
で
の
コ
メ
ン
ト※

抜
粋

●
相
談
・
届
出
は
早
め
に
す
る

　認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明
は
、
命
に
か
か

わ
る
こ
と
が
多
い
。
家
族
の
方
は
た
め
ら
わ

ず
、
す
ぐ
に
警
察
に
届
け
出
て
ほ
し
い
。
予

想
以
上
に
移
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

（
お
金
を
持
っ
て
い
れ
ば
バ
ス
に
乗
っ
て
い

く
等
）

●
ま
ず
は
声
を
か
け
る

　放
送
を
聴
い
た
一
人
一
人
が
想
像
す
る
人

物
イ
メ
ー
ジ
像
と
、
実
際
の
行
方
不
明
者
の

背
格
好
な
ど
が
違
う
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、

放
送
で
流
れ
る
服
装
な
ど
の
情
報
が
間
違
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　ま
ず
は
、
気
に
な
る
人
を
見
か
け
た
ら
、

挨
拶
を
す
る
な
ど
声
を
か
け
る
事
が
大
切
。

●
地
域
の
方
々
へ
協
力
お
願
い

　日
頃
か
ら
、
近
所
や
歩
く
コ
ー
ス
沿
い
に

住
ん
で
お
ら
れ
る
方
に
、
認
知
症
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
、
見
守
り
の
協
力
を
お
願
い
し

て
お
く
と
安
心
。
（
歩
い
て
い
る
姿
を
見
か

け
た
時
に
一
声
か
け
て
も
ら
う
。
家
族
に
伝

え
て
も
ら
う
）

　区
長
・
民
生
委
員
・
地
域
福
祉
委
員
・
最

寄
り
の
駐
在
所
な
ど
に
も
伝
え
て
お
く
と
い

ざ
と
い
う
時
に
安
心
。

❶
で
き
る
だ
け
早
く
〝
警
察
〞
に
連
絡
す
る
。
（
捜
索
願

　
を
出
す
）※

最
寄
り
の
駐
在
所
ま
た
は
米
子
警
察
署

❷
同
時
に
役
場
総
務
課
に
も
連
絡
を
す
る
。

※

役
場
が
防
災
無
線
の
放
送
、
消
防
団
の
出
動
等
を
し
ま
す
。

❸
近
所
の
方
に
協
力
を
お
願
い
し
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ

　
ん
の
人
数
で
家
の
周
り
を
探
す
。

【
連
絡
先
】

●
米
子
警
察
署
　
☎
３
３
・
０
１
１
０

●
南
部
町
役
場
　
総
務
課
　
☎
６
６
・
３
１
１
２

　認
知
症
を
予
防
す
る
取
り
組
み
や
、
お
か
し
い
な…

と

思
っ
た
ら
、
早
め
に
受
診
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　南
部
町
で
は
、
地
区
担
当
保
健
師
を
す
こ
や
か
内
健
康

福
祉
課
、
法
勝
寺
庁
舎
内
町
民
生
活
課
に
配
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
す
こ
や
か
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も

あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
、
家
族
、
近
所
の
方
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
た
と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
ご
本
人
や
ご
家
族

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
出

来
る
、
そ
ん
な
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

●
健
康
福
祉
課
・地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
す
こ
や
か
内
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
・
５
５
２
４

●
町
民
生
活
課
　
☎
６
６
・
３
１
１
６



イクボス宣言とは？！

南部町子育て応援企業を認定します！

　イクボスとは、職場でともに働く部下の仕事と生活の調和（ワーク・ラ
イフ・バランス）を応援しながら、組織の業績の成果も出しつつ、自らも
仕事と生活を充実させている上司（経営者・管理職）のことです。
　このようなイクボスを目指すことを広く宣言することをイクボス宣言と
いいます。

　南部町子育て応援企業認定申請書を提出し、下記の認定要件を満たす企業や団体に対し、南部町子育て応援
企業を認定します。認定された企業は、町のホームページなどで広く広報を行うほか、認定証の交付、のぼり
旗、イクボス宣言バッジ、イクボスハンドブックなどの啓発グッズを贈呈します。

　①経営者や管理職が「イクボス宣言」を行い、町が開催するイクボス啓発セミナー
　　等に参加する。
　②子育てを応援する取組や「南部町子育て応援団」として地域貢献活動を行う。
　（例）　●子どもが集うイベントに自社の商品提供を行う。
　　　　　●地域の清掃活動などのボランティア活動を行う。
　　　　　●地域の行事に積極的に参加する。
　詳しくは、健康福祉課　少子化対策・子育て支援室にお問い合わせください。

昨年度から、少子化対策・子育て支援事業として
本格的にスタートした『～未来へつながる～子育て
サポートプロジェクト』に関連する事業をシリーズ
でご紹介していきます。
第15回目は、『イクボス宣言と子育て応援企業の認定』
についての情報をお届けします。

第15回
イクボス宣言と
子育て応援企業
の認定
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次回は『子育て応援企業認定証交付式』をお伝えします。
【少子化対策・子育て支援に関する問い合わせ先】健康福祉課　少子化対策・子育て支援室　☎66-5524

イクボスの取組を進めるメリットとは…
　①従業員や部下の心身の健康が向上
　②従業員や部下のやる気・満足度が向上
　③長時間労働のコストが削減
　④企業のイメージが向上
　⑤優秀な人材の獲得と定着



ア
ミ
ノ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
検
査
は

　
　
あ
と
１
年
で
終
了
し
ま
す

〜
が
ん
検
診
、
健
診
、
禁
煙
の
重
要
性
〜

がん発生の
危険性を知る
がん発生の
危険性を知る

西伯病院　☎66-2211

ス
ク
を
お
示
し
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
の
結
果
を
再
度
お
示
し
致
し

ま
す
と
と
も
に
、
が
ん
検
診
、
健
診
（
採
血

等
）
の
重
要
性
な
ら
び
に
喫
煙
の
危
険
性
を

お
話
し
致
し
ま
す
。

■
が
ん
リ
ス
ク
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
結
果

　
が
ん
発
生
の
危
険
性
を
知
る
が
ん
リ
ス
ク

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
は
、
が
ん

が
産
生
す
る
物
質
（
Ｈ
Ｍ
Ｇ
Ｂ
１
）
に
よ
り

人
間
の
筋
肉
が
破
壊
さ
れ
、
特
定
の
ア
ミ
ノ

酸
が
血
中
に
遊
離
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
が

ん
が
ア
ミ
ノ
酸
を
栄
養
と
し
て
取
り
込
む
た

め
、
特
定
の
ア
ミ
ノ
酸
が
血
中
か
ら
減
少
す

る
こ
と
を
利
用
し
た
検
査
で
す
。

　
過
去
３
年
間
に
発
見
さ
れ
た
55
名
の
が
ん

患
者
様
の
半
数
は
、
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
が
ラ
ン
ク
Ｃ

の
方
で
し
た
が
、
ラ
ン
ク
Ｃ
が
２
個
以
上
の

方
で
は
15
人
に
１
人
の
頻
度
（
ラ
ン
ク
Ａ
、

Ｂ
の
４
倍
）
で
が
ん
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

※

上
記
表
参
照

　
が
ん
は
１
個
の
が
ん
細
胞
か
ら
始
ま
り
、

検
診
で
発
見
で
き
る
約
１
㎝
大
に
な
る
ま
で

に
、
約
10
年
以
上
か
か
る
こ
と
が
判
っ
て
い

ま
す
。
ラ
ン
ク
Ｃ
を
有
す
る
が
ん
患
者
様
の

中
、
10
名
の
方
が
ラ
ン
ク
Ｃ
の
判
定
後
１
年

以
上
後
に
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ

ン
ク
Ｃ
を
有
す
る
方
に
は
が
ん
特
有
の
ア
ミ

ノ
酸
変
化
が
起
こ
り
、
発
生
の
危
険
性
が
高

く
な
り
ま
す
の
で
、
毎
年
の
が
ん
検
診
が
重

要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ン
ク
Ａ
、
Ｂ
で

が
ん
が
発
見
さ
れ
た
方
の
多
く
は
、
毎
年
の

が
ん
検
診
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
て
お
り
、
が

ん
検
診
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
お
判
り

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

■
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
リ
ス
ク
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

　
グ
の
結
果

　
生
活
習
慣
病
の
危
険
性
を
示
す
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
リ
ス
ク
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
）

の
結
果
で
は
、
内
臓
脂
肪
、
脂
肪
肝
の
危
険

性
が
年
齢
と
と
も
に
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
慢
性
腎
不
全
の
原
因
と
な
る
糖
尿

病
の
危
険
性
は
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
男
女

と
も
ラ
ン
ク
Ｃ
が
約
40
％
と
高
率
で
、
40
歳

以
降
の
特
定
健
診
に
よ
り
若
い
頃
か
ら
の
糖

尿
病
健
診
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
糖
尿
病
は
が
ん
発
生
の
危
険
因
子
で
あ
る

と
と
も
に
、
腎
不
全
、
透
析
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。
南
部
町
の
40
歳
、
50
歳
代
の
健
診

受
診
率
は
非
常
に
低
く
、
若
い
頃
か
ら
の
特

定
健
診
、
食
生
活
、
運
動
習
慣
が
将
来
の
健

康
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

■
喫
煙
の
恐
ろ
し
さ

　
今
回
、
ア
ミ
ノ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
外
来
で
３
，

０
０
０
人
以
上
の
方
か
ら
お
話
し
を
お
聞
き

し
て
、
改
め
て
感
じ
た
こ
と
は
喫
煙
の
恐
ろ

し
さ
で
し
た
。

　
ご
両
親
、
祖
父
母
を
肺
癌
で
亡
く
さ
れ
た

方
々
が
非
常
に
多
く
、
間
接
喫
煙
の
危
険
性

を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
喫
煙
が
原
因
と
判

明
し
て
い
る
肺
癌
、
胃
癌
、
膵
臓
癌
、
食
道

癌
、
肝
臓
癌
、
腎
臓
癌
、
白
血
病
な
ど
の
13

種
類
の
が
ん
が
ご
家
族
の
喫
煙
者
に
多
か
っ

た
こ
と
に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。

　
南
部
町
の
喫
煙
率
は
男
性
19
％
、
女
性
４

％
で
あ
り
ま
す
が
、
振
興
区
別
で
は
法
勝
寺
、

手
間
、
大
国
の
順
に
高
く
、
法
勝
寺
地
区
の

男
性
で
は
29
％
と
高
率
で
す
。

　
南
部
町
の
死
亡
原
因
の
25
％
を
占
め
る
が

ん
死
亡
を
減
ら
す
た
め
に
も
禁
煙
は
極
め
て

重
要
と
考
え
ま
す
。

　
低
料
金
で
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
、
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
が
受
け

ら
れ
る
の
は
、
あ
と
１
年
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
時
期
に
ご
自
分
の
危
険
性
を
知
っ
て
、
が

ん
な
ら
び
に
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
努
め
て

下
さ
い
。（
西
伯
病
院
院
長
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
長
　
木
村
　
修
）

《
ア
ミ
ノ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
検
査
料
》

●
町
内
在
住
の
方
／
３
千
円

●
町
外
、２
回
目
以
降
の
方
／
１
９
，４
４
０
円（
税
込
）

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】健
康
福
祉
課（
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
内
）☎
６
６・５
５
２
４

■
３
年
間
で
２
千
人
以
上
が
受
診

　
平
成
24
年
１
月
か
ら
鳥
取
県
と
南
部
町
の

助
成
を
受
け
て
始
ま
り
ま
し
た
低
料
金
で
の

ア
ミ
ノ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
検
査
は
、
来
年
３
月

で
終
了
致
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
12
月
ま
で
の
３
年
間
に
南
部
町

の
２
，
４
０
２
名
の
方
が
受
診
し
て
い
た
だ

き
、
が
ん
発
生
な
ら
び
に
生
活
習
慣
病
の
リ
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アミノインデックス受診者のがん発見人数

※集計期間：平成24年１月～平成26年12月

０
５

他のがん腫
がランクC

４
０

－

１
１

２
１

３

11

２
３
０

０

11
０

11
４
14 ９

３

６
281455

該当がん
がランクC

13

ＡＩＣＳ：
ランクＡ・Ｂ
４

５
３

７

０

合計

胃

大腸

がん発
見総数

肺

その他

前立腺

子宮・卵巣
乳腺



　
１
月
10
日
に
行
わ
れ
た
成
人
式
で
、

新
た
に
120
名
の
新
成
人
が
南
部
町
の
お

せ
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　
「
成
人
式
っ
て
ま
だ
先
の
事
だ
と
思

っ
て
い
た
け
ど
、
気
が
つ
け
ば
こ
の
日

を
迎
え
て
い
て
正
直
驚
い
て
い
る
。
し

か
し
、
自
分
た
ち
が
先
輩
方
の
背
中
を

見
て
き
た
よ
う
に
、
自
分
た
ち
も
後
輩

た
ち
に
恥
ず
か
し
く
な
い
姿
を
見
せ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
新
成
人

が
い
ま
し
た
。

　
新
成
人
に
と
っ
て
の
お
せ
は
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
で
す
。
新
人
お
せ
に
負
け

な
い
よ
う
に
、
よ
い
手
本
と
な
れ
る
よ

う
に
、
私
た
ち
も
当
時
の
成
人
式
を
思

い
出
し
て
、
改
め
て
お
せ
の
背
中
を
意

識
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

今
月
の

お
せ
の
背
中
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教育委員会事務局　☎64-3787

南
部
中
学
校
地
域
協
働
学
校
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
長
　
小
川 

優 

氏
）

平
成
27
年
度 

優
れ
た
「
地
域
に
よ
る
学
校
支
援

活
動
」
推
進
に
か
か
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　校
内
研
究
と
運
営
協
議
会
の
組
織
を
連
動
さ
せ
協

働
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

学
び
と
育
ち
を
実
現
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

第
27
回「
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
全
国
児
童
作
品
展
」

書
写
の
部
　
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

　応
募
総
数
は
絵
画
・
書
写
を
合
わ
せ
て
約
45
万
点
。

そ
の
う
ち
書
写
の
部
の
最
高
位
で
あ
る
「
文
部
科
学

大
臣
奨
励
賞
」を
受
賞
し
た
作
品
は
６
点
。
山
本
和
佳

さ
ん
の
作
品
は
、
そ
の

中
の
１
点
に
選
ば
れ
る

と
い
う
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
。

　
今
年
度
鳥
取
市
で
ラ
ジ
オ
体
操
春
季
講

習
会
が
開
催
さ
れ
、
全
県
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

じ
く
鳥
取
市
で
開
催
さ
れ
た
秋
季
講
習
会

で
は
、
２
級
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
士
に
な
る

た
め
の
試
験
が
行
わ
れ
、
南
部
町
か
ら
も

３
名
の
方
が
合
格
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
取
県
で
初
の
誕
生
で
す
！

　
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
組

み
合
わ
さ
れ
、
短
時
間
で
効
率
よ
く
全
身
を

鳥
取
県
初
！

２
級
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
士
誕
生
！

（左から）
黒木さん、定光さん、小林さん

動
か
す
こ
と
が
で
き
、
健
康
維
持
増
進
効
果

が
あ
り
ま
す
。「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
だ
れ

で
も
」
で
き
る
の
が
ラ
ジ
オ
体
操
で
す
。
夏

休
み
は
近
所
の
子
ど
も
た
ち
と
体
操
会
場
で
、

普
段
は
家
で
、
ご
近
所
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
た
だ
し
、
正
し
い
姿
勢
や
呼
吸
で
行
わ

な
け
れ
ば
、
効
果
は
望
め
ま
せ
ん
。
正
し

く
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
、
健
康
寿
命
を
延

ば
し
ま
し
ょ
う
。

【
ラ
ジ
オ
体
操
講
習
等
問
い
合
わ
せ
先
】

●
教
育
委
員
会
事
務
局
　
☎
６
４
・
３
７
８
２

【小林登さん】
　講習ではラジオ体操の基
本・仕組みを学びました。
健康維持と身体機能向上効
果のあるラジオ体操を推進し健康のまちづくりを目指しま
す。今後、多くの指導士の仲間が南部町に生まれることを
願っています。
【定光眞理子さん】
　ラジオ体操は、「国民の健康維持増進」のために作られ
ました。特に、シニア世代の皆さんに効果的な動きが沢山
入っています。健康維持法のひとつとして取り入れてみて
ください。血流が上がり、姿勢も整います。一緒にラジオ
体操しましょう。
【黒木美由紀さん】
　手の平の向き一つにも意味があり、今まで行っていたラ
ジオ体操とはまるで別物のように、筋肉への効果を感じま
す。正しいラジオ体操を行うと運動量も増え、身体のバラ
ンスも良くなります。手軽にできるラジオ体操で健康を維
持しましょう。

２級ラジオ体操
指導士からの

　メッセ
ージ２級ラジオ体操
指導士からの

　メッセ
ージ２級ラジオ体操
指導士からの

　メッセ
ージ

小川会長（右）と伊藤校長

会
見
小
学
校
２
年
　

　
　
山
本
　
和
佳 

さ
ん

の
　
ど
　
か

祝　文部科学大臣表彰　Ｗ受賞!!
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２月のおはなし会
■日にち／２月28日（日）
■時　間／午前10時30分～
■場　所／天萬図書館
　　　　　おはなしの部屋
■内　容／春を待つおはなし

２月の行政書士無料相談会
■日にち／２月17日（水）
■時間／午前10時～午後１時
■場所／法勝寺図書館２階　読書室
■相談内容／相続・遺言・クーリングオフなど
※予約不要　　※秘密厳守
■主催／鳥取県行政書士会　■共催／南部町立図書館

広報なんぶ　2016.２　№137

南部町立法勝寺図書館　☎66-4463　　天萬図書館　☎64-3791

本の内容に合わせて、様々な素材と製本方法で作ら
れているのも見どころです

ぬいぐるみのおとまりかい

製本講座作品展
　昨年４月から始まった、製本講座、第2期。
　今回は、「自分の作品を製本する」をテーマに、南部町在
住の修復家、秦博志さんを講師にお迎えして行いました。
　セルフポートレートや、俳句など、力作が完成しました。
　皆さんが作られた作品のうち１冊を図書館にご寄贈いただ
きました。下記の日程で展示していますので、ぜひおでかけ
くだい。
　●期　間：１月28日(木)～２月28日(日)
　●場　所：法勝寺図書館

ぬいぐるみが夜の
　　 図書館を探検！

　12月11日（金）、法勝寺図書館で「ぬいぐるみのおとまり
かい」を行いました。
　閉館後、子ども達に見送られてやってきたぬいぐるみたち
には、絵本や新聞を読んだり書庫を探検したりと、夜の図書
館を楽しんでもらいました。
　ぬいぐるみと別れるときには、ちょっと涙ぐむお子さんも
ありましたが、翌日おむかえの時には、写真のプレゼントと、
ぬいぐるみが選んだ本を借りて、みなさん笑顔でした。
　このイベントをきっかけに図書館により親しみを持ってい
ただけるとうれしいです。

お知らせ
蔵書点検にともなう図書館の休館について
下記の日程で蔵書点検を行います

３月17日(木)～22日(火)

期間中は法勝寺・天萬両館ともご利用いただけません。
ご不便をおかけしますが、よろしくお願いいたします。

おはなしぽっぽ　　
　大人のおはなし会

　佐治谷ばなしや、少し長めの語り、
落語など大人のためのおはなし会です。

●期間：３月12日（土）午後７時～
●場所：天萬図書館
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し
め
縄
・
餅
つ
き
大
会

　
12
月
23
日
、
し
め
縄
・
餅
つ
き
大
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
の
事
業
参
加
者
は
１
０
４
人

で
、
賑
や
か
に
事
業
実
施
で
き
ま
し
た
。
例
年

同
様
、
つ
い
た
餅
に
子
ど
も
た
ち
の
絵
手
紙
を

添
え
て
、
高
齢
者
の
方
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
「
栃
餅
を
振
る
舞
い

に
す
る
か
ら
」
と
申
し
出
て
来
ら
れ
た
り
、
高

校
生
が
し
め
縄
作
り
に
参
加
し
て
く
れ
た
り

と
、
心
温
ま
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
以
前
あ
る
お
宅
で
は
「
子
ど
も
た
ち
が
来

る
か
ら
」
と
、
お
菓
子
を
準
備
さ
れ
て
い
た
り

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
何
で
も
な

い
よ
う
な
こ
と
が
、
協
議
会
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
の
し
め
縄
・
餅
つ
き
大
会
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

法
勝
寺
地
区

大

　国

ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
大
会

　
12
月
23
日
に
昨
年
最
後
の
事
業
と
な
っ
た

「
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
昔
な
が
ら
の
杵
と
臼
を
使
う
手
法
で
作
ら

れ
た
お
餅
は
、
70
歳
以
上
で
お
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
や
75
歳
以
上
の
ご
夫
婦
だ
け
で
お
住

い
の
方
な
ど
１
３
９
人
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
も
餅
つ
き
体
験
に
参
加
し
、
大

人
顔
負
け
の
勢
い
で
杵
を
振
り
上
げ
る
子

や
、
少
し
よ
ろ
め
き
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に

つ
い
て
く
れ
る
子
な
ど
、
慣
れ
な
い
餅
つ
き

に
張
り
切
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
「
ぜ
ん
ざ

い
・
き
な
粉
餅
・
お
ろ
し
餅
」
に
姿
を
変
え

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
振
舞
わ
れ
ま
し

た
。
杵
と
臼
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
お
餅
は
苦

労
し
て
作
ら
れ
た
だ
け
あ
り
、
柔
ら
か
く
ほ

ん
の
り
と
甘
さ
も
あ
る
美
味
し
い
お
餅
で
ペ

ロ
リ
と
た
い
ら
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ご
参

加
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご

ざ
い
ま

し
た
。

火災の無いまちを目指して
平成28年消防出初式

日頃の地域活動が評価される
鳥取県頑張る住民自治活動表彰

しめ縄つくりの様子

２
０
０
人
以
上
が
集
結
し
た
出
初
式

餅つきの様子

　１月10日、南部町農業者トレーニングセンターで、公設
消防団員・自衛消防団員合せて231名が集結し、平成28年
南部町消防出初式が開催されました。
　式典では、平時より消防活動に功績のあった団員に対
し、町長及び団長から表彰状の授与が行われ、終了後には
分列行進、小松谷川に場所を移し一斉放水を行い、日ごろ
の訓練の成果を披露しました。
　宇田川消防団長は「消防団員は常日頃から、南部町の安
全・安心のために昼夜を問わず日々活動しています。新年
を迎え、決意新たに一層地域に根付いた消防活動を行って
いきます。今後とも、皆さんのご協力をよろしくお願いし
ます」と話されました。

　１月８日、団体として法勝寺地区地域振興協議会（内藤
眞哉会長）が平成27年度鳥取県頑張る住民自治活動知事表
彰を受けました。
　法勝寺地区地域振興協議会は「未来に活かそう あなたの
力 地域の力　目指そう！みんなで決める　まちづくり」を
スローガンに掲げ、少子高齢化や人口減少など地域社会を
取り巻く環境が年々変化していく中で、新しい時代に対応
した地域づくりのため「自分たちの地域は、自分たちで創
り育てる」という理念に基づき活動しており、災害図上訓
練や西伯小学校との農業体験、田んぼアートなどの活力あ
る地域づくりの実現に向けた活動が評価されたものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないとう

しん　や

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん



※ＮＰＯ法人「なんぶ里山デザイン機構」
　は、なんぶ創生総合戦略に掲げられた施
　策のうち、住民の主体的な参画が期待さ
　れる分野の施策を実現するための組織と
　して設立されます。
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住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

　な
ん
ぶ
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構
設
立
へ

県
内
各
地
で
異
文
化
交
流

韓
国
ハ
ン
リ
ム
大
学
生
来
町

Ｊ２への復活、願いを込めて
ガイナーレが赤猪岩神社を参拝

地域をより良くするために
地域振興協議会事例発表会開催

　平成19年に地域振興協議会が
設立されてから初めての事例発
表会が１月16日、プラザ西伯に
て開催され、町内はもちろんの
こと、県内の市町村、遠くは兵
庫県豊岡市からお越しの約150
名もの皆さんが参加されまし
た。７つの地域振興協議会の皆
さんからそれぞれに取り組まれ
ている活動内容を発表いただき、
付箋を使ってグループ単位で意見交換も実施しました。
　発表を受けてコーディネーターの川北秀人さん（IIHOE
［人と組織と地球のための国際研究所］代表者）からは各
協議会へのアドバイスとともに、全体に向けて今後の人口
構造の予測や85歳以上の人口増加に備え「行事・組織・
会議の棚卸し」の重要性についてご講演いただき、最後ま
で熱気溢れる事例発表会となりました。

　１月15日、「ガイナーレ鳥取（日本プロサッカーチー
ムＪリーグ加盟）」のチーム選手・スタッフら総勢29名
が、寺内地内にある赤猪岩神社を参拝しました。
　赤猪岩神社は大国主命が蘇生・復活した伝説があること
から、再生・復活の御利益があるとされています。３月か
ら始まる次シーズンで現在のＪ３からＪ２への昇格（復
活）を目指すため、このたびの参拝となりました。
　塚野真樹代表取締役、岡野雅行ゼネラルマネジャーのほ
か、新たに監督に就任した柱谷哲二氏も参拝し、絵馬に
「昇格」と力強く書いて奉納されました。

必
勝
祈
願
を
行
っ
た
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取

記
念
講
演
の
様
子

的確なアドバイスをたくさん
頂きました

　
１
月
19
日
に
、南
部
町
国
際
交
流
協
会
が
主
催

す
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
に
応
募
し
た
韓
国
ハ

ン
リ
ム
大
学
生
４
名
が
来
町
し
ま
し
た
。
今
事

業
は
、
同
学
生
の
日
本
の
歴
史
・
文
化
に
対
す

る
理
解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
韓
国
へ
対
す

る
理
解
促
進
や
交
流
推
進
、
ま
た
国
際
性
豊
か

な
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
は
今
回
で
21
回
目
と
な

り
、
１
月
26
日
ま
で
の
８
日
間
、
西
伯
小
学
校

や
祐
生
出
会
い
の
館
等
を
訪
問
し
た
り
、
円
山

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
室
内
で
プ
レ
ー
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
鳥
取
市
に
あ
る
鳥
取
大
学
や
鳥
取
県
庁
も

訪
問
し
、
町
内
だ
け
で
な
く
県
内
で
多
く
の

方
々
と
交
流
し
ま
し
た
。

さ
わ
　
だ
　
と
し
み
ち

　
12
月
21
日
に
設
立
総
会
を
開
催
し
、
設
立
準

備
に
携
わ
っ
た
町
民
の
方
を
中
心
に
約
20
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
坂
本
町
長
の
来

賓
あ
い
さ
つ
の
他
、
規
約
や
役
員
等
の
議
案
審

議
と
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
「
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
期
待

す
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
鳥
取
大
学
地
域
学
部

地
域
政
策
学
科
特
命
准
教
授
　
澤
田
廉
路
氏
が

記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
３
月
中
に
県
の
認
証
を
得
て
、
正
式

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
設
立
さ
れ
、
空
き
家
を
活
用

し
た
移
住
者
支
援
業
務
、
無
料
職
業
紹
介
、
ふ

る
さ
と
納
税
業
務
、
里
山
資
源
を
活
用
し
た
各

種
講
座
の
提
供
等
を
行
う
予
定
で
す
。

今回来町したハンリム大学生



国民年金保険料の納め忘れはありませんか？ ～便利な口座振替をご利用ください～

■申請場所　南部町健康管理センターすこやか
■申請期限　平成28年３月25日まで
■申請に必要なもの
　①ご記入いただいた「受給資格証交付申請書」
　②印鑑（シャチハタ不可）
　③対象児童等の保険証
※特定疾病やひとり親家庭で、すでに受給者証をお持
　ちの児童の方は、４月以降は小児特別医療費助成の
　受給者証をお使いください。
※学校内や通学時などでケガをした場合、特別医療費
　助成は利用できません。学校で加入している「災害
　共済給付」から医療費の一部負担部分の返還があり
　ますので、その制度をご利用ください。

　国民年金保険料は日本年金機構からお送りする納付書等により、毎月の保険料を翌月の末日までに納めてい
ただくことになっています。保険料の納め忘れがあると、将来受け取る老齢基礎年金の額が少なくなったり、
場合によっては年金が受けられなくなることがあります。また、万一のときに障害基礎年金や遺族基礎年金が
受けられなくなることがあります。
　そこで、便利で安心な口座振替のご利用をお勧めします。口座振替にしておくと、毎月納めに行く時間と手
間がかからず便利で安心です。また、口座振替のなかには割引のあるお得な振替方法(早割・２年前納・１年
前納・６ヶ月前納)もあります。口座振替のお申し込み方法は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出
印を持参のうえ、ご希望の金融機関または下記までお申し出ください。

【問い合わせ先】日本年金機構米子年金事務所　☎３４ - ６１１１
町民生活課天萬庁舎　　　　　☎６４ - ３７８１

平成28年４月から　　　　　　　　　
小児特別医療費助成の対象年齢を拡大します

申請手続き

　鳥取県では、平成28年度より子育て支援の一環として、従来の小児特別医療費助成の対象が中学
卒業までの年齢から18歳に達する日以後の最初の年度末（３月31日）までの年齢に拡大することに
なりました。【問い合わせ先】健康福祉課（すこやか内）　☎66‐5524

平成28年度の助成対象者

南部町高校生等医療費助成制度は
平成28年３月31日で終了となります

　南部町独自に実施していました「南部
町高校生等医療費助成」は、県の小児特
別医療費助成の拡大に伴い、平成27年度
で廃止となります。
該当の方は必ず期限
内に申請いただきま
すようお願いします。

誕生日

拡大された
申請対象者

平成10年４月２日から
平成12年４月１日までにお生まれの方

現行制度の
申請対象者

新たに申請が必要です。
平成28年３月上旬（予定）、新規対象者の方に「受
給資格証交付申請書」を郵便でお届けいたしますの
で、必要事項をご記入のうえ、申請してください。

平成12年４月２日以降にお生まれの方
手続きは不要です。
新しい受給者証を３月末までに郵送します。

南部町に住所があり、平成10年４月２日以降にお生まれの方

申請期限は

３月３１日まで
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地域おこし協力隊　○野々上　☎30-4822（南部町観光協会内）　○徳林　☎64-3783（産業課内）
の　の　うえ とくばやし

秋
の
始
ま
り
の
頃
の
こ
と

野
々
上
ゆ
き

庭
先
集
荷
を
利
用
し
て
下
さ
る
方
を
大
募
集
中

地域おこし協力隊　○徳林　☎64-3783（産業課内）
とくばやし

地域おこし協力隊の
つぶやき

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
！
南
部
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
農
業
部

門
の
徳
林
亜
美
で
す
！

　
私
は
地
域
の
方
々

が
作
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
い

し
い
野
菜
を
集
め
て
販
売
す
る

「
庭
先
集
荷
」
と
い
う
取
り
組

み
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
暖
冬
の
影
響
で
と
て
も
暖
か

い
正
月
を
過
ご
し
、
農
作
物
も

予
定
よ
り
早
く
成
長
し
た
ご
家

庭
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　
パ
ン
パ
ン
に
大
き
く
な
り
破

裂
寸
前
の
大
根
も
見
か
け
、
1

本
が
３
㎏
近
く
の
大
根
を
出
す

農
家
の
方
も
お
ら
れ
る
ほ
ど
で

し
た
。

　
こ
の
冬
は
、
集
荷
さ
せ
て
頂

い
た
大
根
で
切
干
大
根
を
作
り
、

個
人
や
仕
出
し
屋
な
ど
に
販
売

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
本
一
本
白
く
て
き
れ
い
な
切

干
大
根
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
春
先
に
出
来
る
イ
チ

ゴ
・
小
松
菜
・
エ
ン
ド
ウ
豆
な

ど
の
集
荷
に
向
け
て
更
に
出
荷

し
て
下
さ
る
農
家
の
方
を
募
集

し
、
新
た
な
販
路
に
対
応
で
き

る
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
形
や
大
き
さ
、
量
、
出
荷
方

法
な
ど
の
相
談
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
駆
け
つ
け
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
声
掛
け
下
さ
い
!!

完成した切干大根 全て町内産野菜（切干大根、干し人参、
ゆずパウダー）で作ったハリハリ漬け　　　

ジュニア県展作品展開催　～南部町から多数入賞～
　鳥取県ジュニア美術展覧会（ジュニア県展）で、南部町の児童・生徒の作品が入賞・入選作品に選ば
れました。天萬庁舎及び南部町公民館さいはく分館で展示しますので、ぜひご覧ください。
※今回南部町からは９点が入賞（うち知事賞２点、教育長賞３点、奨励賞４点）、27点が入選しました。

【展示予定】
●天萬庁舎１階ロビー　　　　　　　2月23日(火)～29日(月)
●南部町公民館さいはく分館　　　　3月 2日(水)～ 8日(火)

ロビー展で作品を展示してみませんか？　【問い合わせ先】南部町公民館　☎64‐3782
　南部町公民館で展示していただける作品を募集しています！ご自身で作られた作品や写真など、展示
してみませんか。自薦・他薦は問いませんので南部町公民館までお気軽にお問い合わせください。
※過去のロビー展　ちぎり絵展・写真展・折り紙展・ポーセラーツ展・墨絵展・パッチワーク展

知事賞作品紹介
【絵画・デザイン】Fly high

米原夕可（南部中３年） 遠崎青空（南部中１年）

【写真】「あれ？効き目がない」
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平成28年度から
軽自動車の税額が変わります！

1,600円

4,700円
1,600円

1,200円

車　種

その他

平成27年度まで
(旧税額)
1,000円

原付

4,000円
2,400円

2,500円
2,400円

農耕用

一種（50cc以下）

二種（125cc以下）
二種（90cc以下）

小型二輪（250cc超）

2,400円

6,000円

5,900円
3,600円

小型特殊

平成28年度から
（新税額）
2,000円
2,000円
2,400円

雪  上  車
3,700円

ボート・トレーラー

軽二輪（250cc以下）

ミニカー
3,600円
3,600円2,400円

6,900円

初度検査年月が
平成27年4月1日以降

（新税額）

10,800円

5,500円

3,900円

5,000円4,000円
7,200円
3,100円

貨物（自家用）
乗用（営業用）

乗用（自家用）

3,000円

6,000円
12,900円

8,200円

4,600円

4,500円

初度検査年月から
13年を経過した車両
（重課税額）

車　種

三輪

初度検査年月が
平成27年3月31日以前
（現行税額）

貨物（営業用）

四輪

3,800円

【問い合わせ先】
税務課（法勝寺庁舎内）
☎６６ - ４８０２

　軽自動車税は、毎年４月１日時点に車両を所有されている方に年税額が課税されます。
　地方税法の一部改正により、平成28年度から軽自動車の税額が次のとおり変更となります。
　さらに、グリーン化を進める観点から、初度検査年月から13年を経過した三輪及び四輪の軽自動車につ
いては、重課税額が適用されます。
　また、三輪及び四輪の軽自動車で、排出ガス性能および燃費性能の優れた環境負荷の
小さい車両については、グリーン化特例（軽課）が適用されます。

原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車等

三輪及び四輪の軽自動車
　初度検査年月が平成27年４月１日以降の車両は税額が引き上げとなります。
　初度検査年月が平成27年３月31日以前の車両は現行税額が適用されますが、初度検査
年月から13年経過した車両については、重課税額が適用されます。
　初度検査年月は自動車検査証の「初度検査年月」欄で確認できます。

※動力源または内燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電気併用の軽自動車
　及び被けん引車は重課の対象外です。
【重課税額の適用のしかた】
　●平成28年度の重課対象⇒初度検査年月が「平成14年」以前の車両
　●平成29年度の重課対象⇒初度検査年月が「平成16年3月」以前の車両
　●平成30年度の重課対象⇒初度検査年月が「平成17年3月」以前の車両
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1,900円貨物（営業用） 1,000円
3,500円

5,400円
2,500円

2,000円

1,800円
1,300円

1,000円

乗用（営業用）
貨物（自家用）
乗用（自家用） 2,700円

四輪

3,000円
（イ）

3,800円

平成28年度のみ

5,200円

ガソリン車・ハイブリッド車

（ウ）

8,100円

電気自動車または
天然ガス軽自動車車　種

（ア）
三輪

（ア）電気自動車または天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス10％低減）
（イ）【乗用】平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車
　　　【貨物】平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車
（ウ）【乗用】平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準達成車
　　　【貨物】平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車

2,900円

燃費性能に応じたグリーン化特例による軽課（三輪及び四輪の軽自動車）
　初度検査年月が平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の三輪及び四輪の軽自動車で、次の基準を
満たす車両について、平成28年度に限り、その燃費性能に応じてグリーン化特例（軽課）が適用されます。

※（イ）、（ウ）については、ガソリンを内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。
※　各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

平成27年分の確定申告の相談及び申告書の受付期間
　【所得税及び復興特別所得税】　２月16日(火)～３月15日(火)
　【消費税及び地方消費税】　　　３月31日(木)まで

申告会場の開設日程
　【設置期間】　２月16日(火)～３月15日(火)　※土・日を除く
　【場　　所】　米子コンベンションセンター（ビッグシップ）２階国際会議室
　【相談時間】　午前９時～午後５時（受付は午後４時まで）
　※上記受付期間中は、税務署では申告会場を設けておりませんので、ご注意ください。
　※申告期限間近になると会場内が大変混雑しますので、お早めに申告されることをお勧めします。

米子税務署からのお知らせ 【問い合わせ先】☎32 - 4121
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個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
は
現
在
、

申
請
さ
れ
て
か
ら
数
ヵ
月
か
か
る
見
込
み
で

す
。
南
部
町
で
も
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
申
請
を
さ
れ
た
方
に
順
次
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
通
知
書
が
届
き

ま
し
た
ら
、
次
の
【
受
け
取
り
に
必
要
な
も

の
】を
お
持
ち
の
う
え
、【
受
け
取
り
場
所
】へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
受
け
取
り
に
必
要
な
も
の
】

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書(

ハ
ガ
キ)

●
通
知
カ
ー
ド

●
印
鑑
（
認
印
で
構
い
ま
せ
ん
）

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド(

お
持
ち
の
方
の
み)

●
申
請
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
次
の
書
類

　
▼
運
転
免
許
証
な
ど
、
官
公
署
が
発
行
し
た

　
　
顔
写
真
付
の
本
人
確
認
書
類
は
１
種
類

　
▼
健
康
保
険
証
、
年
金
証
書
等
な
ど
顔
写
真

　
　
無
し
の
本
人
確
認
書
類
は
２
種
類

【
受
け
取
り
場
所
】

●
法
勝
寺
庁
舎
内
・
町
民
生
活
課

　
　
　
ま
た
は

●
天
萬
庁
舎
内
・
町
民
生
活
課

※

お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
っ
て
指
定
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

【
受
け
取
り
で
き
る
方
】

●
本
人
（
15
歳
未
満
の
方
は
、
本
人
と
法
定

代
理
人
の
来
庁
が
必
要
で
す
）

※

原
則
、
本
人
受
け
取
り
と
な
り
ま
す
が
、
長

　
期
入
院
等
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
、
代

　
理
人
が
受
け
取
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

　
の
場
合
は
、
右
記
の
ほ
か
ご
用
意
い
た
だ
く

　
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
町
民
生
活

　
課
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。「
仕
事
等
で
来
庁
で

　
き
な
い
」
と
い
う
理
由
の
場
合
、
代
理
人
で

　
は
受
け
取
り
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

　
さ
い
。

【
カ
ー
ド
の
手
数
料
】

●
初
回
の
交
付
手
数
料
は
無
料

　※

紛
失
・
棄
損
等
に
よ
る
再
交
付
に
は

　
　
手
数
料
８
０
０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

●
町
民
生
活
課
　
☎
６
６
・
３
１
１
４

　
南
部
町
で
は
、
次
の
住
宅
に
つ
い
て
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
期
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
団
　
地
　
名
】
手
間
第
２
団
地
８
号

【
募
集
戸
数
】
１
戸

【
建
築
年
度
】
平
成
５
年

【
構
　
　
造
】
木
造
２
階
建

【
部
　
屋
　
数
】
３
Ｄ
Ｋ

【
家
賃
月
額
】
１
７
，
３
０
０
円
〜

２
５
，
８
０
０
円

【
入
居
者
の
資
格
・
要
件
】

●
現
在
一
緒
に
住
ん
で
い
る
か
、
ま
た
は
住

　
も
う
と
し
て
い
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

●
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
収

　
入
基
準
に
合
う
こ
と
。
（
月
平
均
所
得
が

　
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下
）

●
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

　
か
な
人

●
平
成
36
年
３
月
末
ま
で
の
期
限
付
入
居
で
す
。

●
連
帯
保
証
人
が
１
名
必
要
で
す
。

【
申
込
受
付
期
間
】

　
２
月
５
日
（
金
）
〜
19
日
（
金
）

【
申
込
受
付
場
所
】

　
南
部
町
法
勝
寺
３
７
７－

１

　
南
部
町
役
場
建
設
課

【
申
込
に
必
要
な
書
類
】

　
住
宅
申
込
書
、
誓
約
書
、
住
民
票
、
所
得

　
課
税
証
明
書
、
戸
籍
謄
本

【
入
居
選
考
方
法
】

　書
類
を
審
査
し
、入
居
決
定
者
に
通
知
し
ま
す
。

※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
抽
選
に

　
つ
い
て
は
後
日
連
絡
し
ま
す
が
、
一
定
の

　
要
件
（
母
子
家
庭
、
高
齢
者
等
）
を
満
た

　
す
方
に
つ
い
て
は
、
抽
選
に
よ
ら
な
い
で

　
優
先
的
に
入
居
を
決
定
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

【
入
居
可
能
予
定
日
】

　
３
月
11
日
（
金
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
（
担
当
：
畑
岡
）

　
☎
６
６
・
３
１
１
５

　
６
６
・
４
４
２
６

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
し
込
ま
れ
た
方
へ

交付通知書（見本）
※実物とは様式が異なる場合があります

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

教育委員が交代
　平成23年12月から4年間にわた
り、教育委員を務められた佐藤眞弓
さんが、任期満了で退任されまし
た。ありがとうございました。
　新たに、教育委員長に細田葉子さん、
教育委員に板真悟さんが就任されま
した。板委員の任期は平成27年12月
9日から4年間です。

《異動後の委員構成は以下の通りです》
　●教育委員長　　　　細田　葉子
　●委員長職務代行　　井上　憲司
　●委員　　　　　　　森岡　紀子
　●委員　　　　　　　板　　真悟
　●教育長　　　　　　永江多輝夫

さ　とう　ま　ゆみ

ほそ　だ　よう　こ

いたしん　ご

細田葉子さん 板 真悟さん
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西
伯
病
院
で
は
、
平
成
28
年
度
の
看
護
師

育
成
奨
学
金
の
貸
付
を
希
望
さ
れ
る
看
護
学

生
、
ま
た
は
看
護
学
生
を
目
指
し
て
い
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
将
来
、
看
護
師
免
許

取
得
後
に
西
伯
病
院
に
就
職
さ
れ
た
場
合
に

は
、
奨
学
金
返
還
免
除
を
す
る
規
定
も
あ
り

ま
す
。

　
貸
付
け
を
希
望
さ
れ
る
方
、
関
心
の
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
応
募
期
限
】
２
月
29
日
（
月
）

【
募
集
人
数
】
２
名

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
南
部
町
国
民
健
康
保
険
西
伯
病
院

　
☎
６
６
・
２
２
１
１
　

６
６
・
４
０
１
２

　
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
が
発
注

す
る
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
組

合
を
組
織
す
る
市
町
村
（
米
子
市
、
境
港
市
、

日
吉
津
村
、
大
山
町
、
南
部
町
、
伯
耆
町
、

日
南
町
、
日
野
町
、
江
府
町
）
の
い
ず
れ
か

で
、
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
資
格
を
有

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
入
札
参
加
資
格
を

お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
い
ず
れ
か
の
市
町

村
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
組

合
の
入
札
案
件
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tottori-seibukoiki.jp/

）

に
て
公
表
さ
れ
ま
す
。

西
伯
病
院

平
成
28
年
度

　看
護
奨
学
生
募
集

「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」

相
続
登
記
無
料
相
談
会

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

多
重
債
務
・
法
律
相
談
会

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る『
こ
こ
ろ
の
相
談
会
』

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
の
入
札

参
加
資
格
及
び
入
札
案
件
公
表
に
つ
い
て

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
事
務
局
総

　
務
課
入
札
財
政
係
　
☎
２
２
・
７
７
３
２

　
戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
戦
没
者
等
の
ご

遺
族
に
対
し
、
第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平

成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合

に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お

ひ
と
り
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

　
④
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を

　
有
し
て
い
な
か
っ
た
方
等
は
除
か
れ
ま
す
）

４
．
右
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

　
④
兄
弟
姉
妹

５
．
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
戦
没
者
等
の
３

　
親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

　
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

　
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）

【
支
給
内
容
】

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

【
請
求
締
切
】
平
成
30
年
４
月
２
日

【
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
民
生
活
課
（
天
萬
庁
舎
内
）

　
☎
６
４
・
３
７
８
１

　
子
ど
も
の
こ
と
、
家
族
や
知
人
の
こ
と
、

自
分
の
こ
と
な
ど
、
日
頃
、
気
に
な
っ
て
い

る
悩
み
や
困
り
ご
と
を
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
２
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
第
４
、
５
会
議
室

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も
可
能

【
相
談
】
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
（
要
予
約
）

【
予
約
先
】

　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
っ
と
り

　
☎
０
１
２
０
・
８
２
・
５
８
５
８

（
平
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
）

　

０
８
５
７
・
３
２
・
５
４
５
４

【
問
い
合
わ
せ
先
・
事
務
局
】

（
一
財
）
鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
　
　

　
☎
０
８
５
７
・
２
７
・
４
１
８
８

　
多
重
債
務
や
ヤ
ミ
金
融
等
の
相
談
を
、
弁

護
士
や
司
法
書
士
等
の
専
門
家
が
無
料
で
お

受
け
し
ま
す
。※

事
前
予
約
要

【
日
時
】
２
月
18
日(

木)

・
３
月
10
日(

木)
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

【
場
所
】
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
３
階
　
第
２
会
議
室

【
主
催
】
多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
問
題
対
策

　
　
　
　
協
議
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
西
部
消
費
生
活
相
談
室
　

　
☎
３
４
・
２
６
４
８

〈
受
付
時
間
〉
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

〈
休
業
日
〉
祝
祭
日
、
年
末
年
始

【
日
時
】
２
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

【
場
所
】
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
　
研
修
室
２

【
内
容
】
相
続
・
遺
言
、
不
動
産
の
贈
与
他

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
８
５
７
・
２
４
・
７
０
２
４

　
相
続
、相
続
登
記
につ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
３
時
〜
６
時

【
場
所
】
国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

　
　
　
　
稲
盛
ホ
ー
ル

【
相
談
員
】
司
法
書
士
及
び
法
務
局
職
員

【
そ
の
他
】
相
談
は
無
料
で
、
相
談
予
約
さ

　
れ
た
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
予
約
電
話
番
号
】

　
鳥
取
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
８
５
７
・
２
４
・
７
０
２
４

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
鳥
取
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
０
８
５
７
・
２
２
・
２
１
９
１



　
平
成
27
年
度
交
通
災
害
共
済
は
、
平
成
28

年
３
月
31
日
に
保
険
期
間
満
了
を
む
か
え
ま

す
。
現
在
ご
加
入
の
契
約
者
様
に
は
２
月
中

旬
以
降
に
全
労
済
よ
り
平
成
28
年
度
加
入
案

内
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認

の
上
、
継
続
・
解
約
等
の
必
要
な
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
に
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
に

は
平
成
28
年
度
加
入
案
内
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
直
接
、
下
記
の
全
労
済
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
交
通
災
害
共
済
は
平
成
28
年
度
分
の
ご
加

入
か
ら
契
約
者
様
と
全
労
済
と
の
直
接
契
約

に
制
度
変
更
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
生
協
法

改
正
等
に
よ
り
変
更
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

●
企
画
政
策
課
　
☎
６
６
・
３
１
１
３

●
全
労
済
鳥
取
県
本
部
西
部
支
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
２
・
４
１
３
３

　
平
成
27
年
度
交
通
災
害
共
済
は
、
平
成
28

年
３
月
31
日
に
保
険
期
間
満
了
を
む
か
え
ま

す
。
現
在
ご
加
入
の
契
約
者
様
に
は
２
月
中

旬
以
降
に
全
労
済
よ
り
平
成
28
年
度
加
入
案

内
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認

の
上
、
継
続
・
解
約
等
の
必
要
な
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
に
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
に

は
平
成
28
年
度
加
入
案
内
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
直
接
、
下
記
の
全
労
済
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
交
通
災
害
共
済
は
平
成
28
年
度
分
の
ご
加

入
か
ら
契
約
者
様
と
全
労
済
と
の
直
接
契
約

に
制
度
変
更
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
生
協
法

改
正
等
に
よ
り
変
更
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

●
企
画
政
策
課
　
☎
６
６
・
３
１
１
３

●
全
労
済
鳥
取
県
本
部
西
部
支
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
２
・
４
１
３
３

【問い合わせ先】健康福祉課
☎66-5524
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
み
な
く
る
米
子
　
☎
３
１
・
８
７
８
５

　（
平
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

　
障
が
い
が
あ
る
方
の
「
本
人
の
意
思
決
定

を
支
援
す
る
体
制
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を

中
心
テ
ー
マ
と
し
て
、
関
係
す
る
人
達
・
関

心
の
あ
る
人
達
が
活
動
を
通
し
て
、
本
人
が

主
役
と
な
る
権
利
擁
護
・
支
援
の
あ
り
方
を

考
え
る
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
場
所
】
米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
の
里

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
一
般
社
団
法
人
　
権
利
擁
護
支
援
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
ほ
う
き
事
務
局
　

　
☎
２
１
・
５
０
９
２

　
基
本
的
な
労
働
関
係
法
令
等
の
学
習
機
会

を
提
供
し
、
労
働
者
・
経
営
者
間
の
紛
争
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
労
働
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。※

事
前
申
込
必
要

【
内
容
】
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
と
対
処
法

〜
労
働
相
談
の
現
場
か
ら
〜

【
日
時
】
２
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

【
場
所
】
米
子
市
立
図
書
館
　
２
階
研
修
室

【
講
師
】
み
な
く
る
相
談
員
、
労
使
ネ
ッ
ト

　
と
っ
と
り
事
務
局
職
員

【
参
加
費
】
無
料

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
（
失
業

　
給
付
受
給
中
の
方
は
求
職
活
動
の
実
績
に

　
な
り
ま
す
）

【
定
員
】
60
人

　
平
成
27
年
10
月
４
日
か
ら
、
鳥
取
県
最
低

賃
金
が
１
時
間
６
９
３
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
鳥
取
県
最
低
賃
金
は
、
業
種
や
規
模
及

び
常
用
・
臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
・

嘱
託
な
ど
の
雇
用
形
態
や
呼
称
に
か
か
わ
ら

ず
、
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
も
次

の
と
お
り
改
正
に
な
り
ま
し
た
。
（
平
成
27

年
12
月
19
日
発
効
）

①
鳥
取
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

　
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

　
具
製
造
業
最
低
賃
金
↓
時
間
額
７
５
３
円

②
鳥
取
県
各
種
商
品
小
売
業
最
低
賃
金
↓
時

　
間
額
７
１
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
（
☎
０
８

５
７
・
２
９
・
１
７
０
５
）
ま
た
は
各
労
働

基
準
監
督
署

元気サポート
認知症の方の家族のつどい
　内容

▲

認知症の方を介護している
　　　家族が日頃の思いを話し合う場
　日時▶２月19日（金）
　時間▶10:00～12:00
　場所▶健康管理センターすこやか
　参加費▶100円（茶代）

乳児健診（4･7･10･12ヶ月児）
　対象▶4･7･10･12ヶ月児
　実施日▶２月25日（木）
　受付時間▶13:00～13:30
　場所▶健康管理センターすこやか

乳児健診（５歳児）
　対象▶Ｈ22.4.2～H23.4.1生
　実施日▶２月19日（金）
　　　　　２月24日（水）
　受付時間▶12:45～13:15
　場所▶健康管理センターすこやか

すこやか乳幼児相談
　日時▶２月10日（水）
　　　　３月９日（水）
　受付時間▶9:00～10:00
　対象▶町内にお住まいの乳幼児
　場所▶のびのび

鳥
取
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

交
通
災
害
共
済

　継
続
等
の
ご
案
内

成
年
後
見
制
度
法
人
後
見
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

労
働
セ
ミ
ナ
ー
開
催



【問い合わせ先】健康福祉課　☎66-5524

おしらせ 2016．２
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※届け出時に広報への掲載を同意された方のみ載せています

12月16日～１月15日届出分　（敬称略）

5,307人

5,936人

11,243人

3,887世帯

　＋ 1　人　

　－ 3　人　

　－ 4　人　

　－ 6　世帯

男

女

計

世帯数

人　口 　前月比　

12月31日現在

２月の税金・使用料

納付期限 2月29日（月）

・固定資産税

・国民健康保険税

・後期高齢者医療保険料

・下水道使用料

税金・使用料のお支払いは「便利・安心・
確実な」口座振替をぜひご利用ください

・公営住宅家賃

・学校給食費

・保育料

氏　名　　　　保護者　　  住　所

　　　　　　　　　か　りん

◎市川　華凛　（健人・由美）　天　萬
　　　　　　　　まさ　し

◎妹尾　真志　（太知・露香）　　原
　　　　　　　　　ゆ　づき

◎山本　結月　（秀人・理江）　金　田

子育て支援行事　（２月11日～３月10日）

子育てに関することはお気軽にご相談ください
★健康管理センターすこやか☎66‐5524
★子育て総合支援センターのびのび☎66‐4403
★すみれこども園　子育て交流室 あいあい☎66‐3208
★つくし保育園　ふれあい広場 ひなたぼっこ☎66‐2143
★教育委員会事務局☎64‐3782

妊婦さんとねんねの赤ちゃんの日
日時▶毎週月曜日　10:00～12:00
場所▶すみれこども園

園開放日
日時▶２月17日（水）9:30～11:00
場所▶つくし保育園
日時▶２月18日（木）9:30～11:00
場所▶ひまわり保育園

にじいろポケットⓅ
日時▶２月19日（金）10:00～
場所▶すこやか

かきっこクラブⓅ
日時▶２月19日（金）10:00～
場所▶いこい荘

みんな集まれ！あそぼう広場Ⓟ（事前予約要）
内容▶親子でいっしょに、けん玉で遊ぼう
日時▶２月21日（日）10:00～11:30
場所▶プラザ西伯

救急講習会Ⓟ（事前予約要）
日時▶２月24日（水）10:00～11:00
場所▶のびのび

あいあい行事Ⓟ（事前予約要）
内容▶おやつ作り
日時▶２月26日（金）9:30～11:00
場所▶すみれこども園

パパママ教室Ⓟ
日時▶２月28日（日）10:00～12:00
場所▶すこやか

【ポイント未付与の方へ】
平成28年２月末日までに、すこやかまでポイン
トカードをご持参ください。未付与ポイントを確
認の上、押印します。
※ポイント対象事業当日は、必ずポイントカードをご
持参下さい。当日お忘れの場合は、後日押印出来ませ
んのでご注意ください。

氏　名　　　 年  齢　　　　住　所

●岩田　桂吾　　80歳　　　諸　木

●赤井　武夫　　95歳　　　井　上

●瀧山　碩子　　93歳　　　鴨　部

●福井　芳雄　　48歳　　　田　住

●三鴨　靜　　　87歳　　　天　萬

●𠮷村　定代　　102歳　　　　西　

●山本由紀子　　70歳　　　　倭　

●奥谷　棟代　　100歳　　　下中谷



木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

建国記念の日

●土曜開校

●てまおん（富）13:30～
●バレンタインはあつあつ鍋ばとる！
　（農村環境改善センター）13:30～18:00
◆ノーメディアデー　
●確定申告相談〔２月15日～３月15日〕
　※詳細は広報なんぶ１月号をご覧ください

●西伯病院健康講座（地域交流ホール）
　13：30～

●行政書士無料相談会（法）10：00～13：00
●なんでも相談（し）9:00～11:30

●手話講座⑨（法）19：00～20：00

●手話講座⑧（天）19：00～20：00

◆かぞくの日

●なんでも相談（し）9:00～11:30

●図書館おはなし会（天）10：30～

◆ノーメディアデー　
●気づく・知る・感じる人権のつどい
　（プラザ西伯）19:30～21:00
●西伯病院出前図書館10:30～11:30
●人権・行政相談（し）9:00～11:30
●なんでも相談（し）9:00～11:30

●手話講座⑨（天）19：00～20：00

●スポーツ文化表彰（富）9:30～

●消費生活相談日（天萬庁舎）9：00～12：00
●消費生活ミニセミナー（天萬庁舎）14:00～15:00

●なんでも相談（し）9:00～11:30
●法律相談（し）9:00～

●人権・行政相談（交流会館）13:30～16:00

2/11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

27
28
29

3/1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
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２月11日～３月10日２月11日～３月10日広報なんぶ　CALENDER広報なんぶ　CALENDER

（法）・・・法勝寺図書館

（天）・・・天萬図書館

（富）・・・富有まんてんホール

（し）・・・総合福祉センターしあわせ

（い）・・・総合福祉センターいこい荘

（農）・・・農業者トレーニングセンター

=南部町子育て応援ポイント事業

なんぶSANチャンネル　　今月のオススメ番組

　　西伯病院休診日　　　ふれあいバス運休日
　　町立図書館休館日　　　総合福祉センターしあわせ休館日

今回は拡大版で放送します

（図書整理日）

（スクールバ
スのみ運行）

「今年は雪が降らんね～」なんて言ってたのに・・・やっぱり、とうとう降りました。関西
からの工事業者さん、毎朝「寒いわ～」と言いながら事務所に入って来られます。デジタ
ル放送に向けての工事、順調に進んでいますよ。おかげさまで、早めに工事が終わりそう
です！びっくりぽんです（笑）
【２月の主な番組予定】
●２月８日～　西伯病院健康講座
●　　15日～　（投稿）チャリティー芸能大会①
●　　22日～　　　　　　　〃　　　　　　②
●　　29日～　ふるさと昔話・特別版２
　他にも様々な番組を放送します。
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【協力】食生活改善推進協議会
　　　会見・西伯学校給食センター

学校給食をご家庭で
野菜の煮びたし

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
大
山
に
雪
が
積
も
る
だ
ろ

う
か
?

　
冬
に
な
る
と
趣
味
の
ス
キ
ー
を
す
る
た

め
、
年
末
が
近
く
な
る
と
大
山
の
景
色
が
気

に
な
る
。
今
年
は
早
く
か
ら
暖
冬
と
予
想
さ

れ
て
い
た
と
お
り
、
年
末
年
始
は
良
い
天
気

と
な
り
、
建
設
課
の
仕
事
で
あ
る
除
雪
作
業

と
は
縁
が
な
い
穏
や
か
な
正
月
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
一
方
で
、
大
山
は
19
年
ぶ
り
に
年
末
年
始

の
営
業
が
で
き
な
い
状
態
で
、
１
月
に
入
っ

て
も
雪
の
降
る
気
配
す
ら
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
ま
ま
、
春
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
気
を
も
ん
で
い
た
と
こ
ろ
に
よ

う
や
く
寒
波
が
や
っ
て
き
て
、
何
と
か
ス
キ

ー
場
の
オ
ー
プ
ン
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
安
堵

し
た
。

　
小
学
校
の
ス
キ
ー
教
室
も
で
き
な
い
こ
と

に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
大
変

残
念
な
冬
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
寒
す
ぎ
た
り
、
雪
が
降
り
す
ぎ
る
の
も

問
題
だ
が
、
や
は
り
冬
に
は
冬
ら
し
く
雪
と

遊
べ
る
く
ら

い
が
ち
ょ
う

ど
い
い
。

　
今
年
の
冬

も
楽
し
み
が

一
つ
確
保
で

き
た
と
ひ
そ

か
に
喜
ん
で

い
る
。

リレー
エッセイ
№54

建
設
課
長

　芝
田

　卓
巳

雪
よ
降
れ

　冬野菜の白菜や白かぶ、白ねぎは、霜や冬
にあたると凍ってしまわないように、糖分を
ギュッと閉じ込め甘くなります。甘さの増し
た白菜や小松菜を炒め煮にした煮びたしは、
煮ることで繊維がやわらかくなり、お腹にも
やさしい料理です。また、かさも少なくなる
ので、野菜もしっかり食べることができます。

【給食献立例】ご飯・鮭の南部焼き・
野菜の煮びたし・白かぶと里いもの味
噌汁・季節のフルーツ

作り方
①　白菜は1.５㎝、小松菜は2㎝に切る。
　　にんじんは千切りにする。
②　白菜、小松菜はさっと茹でておく。
③　鍋を熱し、サラダ油を入れ、鶏ひき肉
　　をそぼろ状によく炒め、にんじんを加
　　えてさらに炒める。
④　③にだし汁を入れ、※印の調味料を入
　　れて煮含める。

　消防庁所有の救助資機材搭載型消防ポンプ自動車が無償
貸与されることになり、南部町役場法勝寺庁舎駐車場で12
月15日、引き渡し式が行われました。
　また、南部町消防用バイク購入事業で配備する消防用バ
イク２台も併せて引き渡されました。
　今回の新車両の配備により南部町消防力強化につながり、
更なる安心・安全のまちづくりに寄与することが期待され
ます。

▶すみれこども園の
年長組も式典に参加。
消防用バイクに興味
津々！

◀坂本町長から宇田川消防団
団長へゴールデンキーが贈呈
されました

材料（４人分）
１食分当たりエネルギー47kcal・塩分0.4g

●白菜‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
●小松菜‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
●にんじん‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
●鶏ひき肉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
●だし汁‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　●三温糖‥‥‥‥‥‥‥‥
※　●濃い口しょうゆ‥‥‥
　　●本みりん‥‥‥‥‥‥‥
●サラダ油‥‥‥‥‥‥‥‥‥

140g
120g
50g
40g

大さじ２
小さじ１弱

大さじ１/２強
小さじ１弱
小さじ１弱

南部町消防団に　新しい消防ポンプ自動車と
消防バイクが引き渡されました
南部町消防団に　新しい消防ポンプ自動車と
消防バイクが引き渡されました
南部町消防団に　新しい消防ポンプ自動車と
消防バイクが引き渡されました

だいせんホワイトリゾート中の原ゲレンデ
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■
実
は
目
の
色
は
茶
色
で
す

　
身
近
な
野
鳥
で
も
あ
る
メ
ジ
ロ
ち

ゃ
ん
。
名
の
通
り
、
ア
イ
リ
ン
グ
と

呼
ば
れ
る
白
い
輪
が
目
の
ま
わ
り
に

あ
る
の
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
ス
ズ

メ
よ
り
小
さ
く
、
日
本
の
鳥
の
中
で

ト
ッ
プ
５
に
入
る
最
小
ク
ラ
ス
の
小

鳥
で
、
全
長
は
約
12
セ
ン
チ
。
花
の

蜜
が
好
き
な
様
は
、
も
は
や
昆
虫
を

思
わ
せ
ま
す
。
名
前
は
目
白
で
す
が
、

本
当
の
虹
彩
の
色
は
、
明
る
い
茶
色

を
し
て
い
ま
す
。
写
真
を
よ
く
見
る

と
意
外
と
鋭
い
目
つ
き
で
、
遠
目
か

ら
の
可
愛
さ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
く
こ

と
も
。
以
前
は
、
愛
玩
用
や
鳴
き
合

わ
せ
の
競
技
用
と
し
て
、
自
宅
で
の

飼
育
は
珍
し
く
な
か
っ
た
時
代
も
あ

り
し
た
が
、
現
在
は
平
成
24
年
よ
り

全
面
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
「
梅
に
鶯
」
の
正
体

　
花
札
で
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方
は
、

色
鮮
や
か
な
絵
札
を
ご
存
知
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
中
に
「
梅
に
鶯
」
の

絵
柄
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
こ
の
組

み
合
わ
せ
は
、
「
梅
に
目
白
」
の
勘

違
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
グ
イ
ス

は
薮
が
好
き
で
、
滅
多
に
明
る
い
所

に
出
て
こ
な
い
鳥
で
す
。
私
は
18
才

の
時
か
ら
野
鳥
観
察
を
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
梅
に
止
ま
る
ウ
グ
イ

ス
は
、
１
度
し
か
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
一
方
で
、
メ
ジ
ロ
は
梅
が

大
好
き
。
花
に
顔
を
突
っ
込
ん
で
、

蜜
を
吸
う
姿
を
良
く
見
か
け
ま
す
。

う
ぐ
い
す
色
と
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
系

の
色
も
、
実
は
メ
ジ
ロ
の
色
で
あ
り
、

本
当
の
ウ
グ
イ
ス
は
、
薄
い
茶
褐
色

の
姿
を
し
て
い
ま
す
。

■
「
目
白
押
し
」
は
珍
し
い
？

　
一
列
に
並
ん
で
込
み
合
っ
て
い
る

様
子
を
「
目
白
押
し
」
と
言
い
ま
す

が
、
こ
れ
も
メ
ジ
ロ
の
習
性
か
ら
生

ま
れ
た
言
葉
で
す
。
年
配
の
方
の
お

話
で
は
、
若
い
頃
、
冬
の
庭
の
餌
台

に
メ
ジ
ロ
が
何
十
羽
も
や
っ
て
き
た

時
、
ミ
カ
ン
を
十
分
食
べ
た
メ
ジ
ロ

た
ち
が
ま
さ
に
目
白
押
し
で
枝
に
横

並
び
に
な
っ
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ

る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
近
年
は
５
羽
以
上
の
メ
ジ
ロ

が
目
白
押
し
に
な
っ
て
い
る
姿
を
見

た
方
や
、
撮
影
し
た
方
は
あ
ま
り
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
よ
う
で
、
今
で
は

珍
し
い
光
景
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
い
つ
か

本
物
の
目
白
押
し
を
見
て
み
た
い
も

の
で
す
。

自
然
観
察
指
導
員
　
　
桐
原
真
希

法勝寺にて　　　 　　　　　　　　　　　　　撮影：桐原佳介

メ ジ ロ

南部町のいきものたち ◯107

梅の蜜を吸うメジロ

杉原氏製作の法勝寺電車模型

特別展「岡村吉右衛門の型染め」

２月11日(木)～２月29日(月)

　県立博物館移動美術館として、県立
博物館収蔵品の中から、染色家岡村吉
右衛門の型染め版画や岡村の収集した
布製品等43点を展示します。どうぞ
ご覧ください。　　　　《入館無料》

特別展「年賀状版画コンクール応募作品展」

２月１日(月)～３月31日(木)

【来館者審査】～２月22日(月)

　今年は例年より多く、全国から力作
が応募されています。

「祐生絵暦展」
　１月23日(土)～３月21日(月)


